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月
日 

平
成
１８
年
８
月
１７
日  

案
内 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ 

   
大
山
崎
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
」 

順
路  
阪
急
大
山
崎
駅
→
大
山

崎
町
歴
史
資
料
館
→
国
宝
「
待

庵
」
→
山
崎
宗
鑑
句
碑
→
大
念

寺
→
宝
積
寺
（
宝
寺
）
→
サ
ン

ト
リ
ー
山
崎
蒸
留
所
見
学
→

離
宮
八
幡
宮
→
ＪＲ
山
崎
駅   

【
概
要
】
大
山
崎
町
は
、
京
都

府
の
南
西
端
に
位
置
し
南
は

大
阪
府
と
接
し
、
古
代
に
は
山

城
・
摂
津
両
国
の
国
境
を
警
護

す
る
関
所
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

面
積
約
６
平
方
km 

西
の
天

王
山
か
ら
東
の
桂
川
ま
で
最

も
狭
い
と
こ
ろ
で
わ
ず
か
約

２
百
ｍ
、
人
口
約
１
万
６
千
人

の
京
都
府
内
で
最
も
小
さ
な

町
で
す
。こ
の
小
さ
な
町
を
ＪＲ

東
海
道
線
、
新
幹
線
、
阪
急
電

車
、
国
道
１
７
１
号
線
、
旧
西

国
街
道
の
交
通
網
が
縦
断
し
、

名
神
高
速
道
路
（
大
山
崎
ＩＣ
・

Ｊ
ｃ
ｔ
有
り
）
が
天
王
山
を
貫

通
し
て
い
ま
す
。 

 
 

桂
川
、
宇
治
川
、
木
津
川
の

三
川
が
合
流
し
て
淀
川
と
な

り
、
対
岸
に
男
山
（
八
幡
市
）

を
の
ぞ
む
雄
大
な
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
展
開
し
ま
す
。 

大
山
崎
に
は
、
羽
柴
（
豊
臣
）

秀
吉
が
明
智
光
秀
を
討
ち
破

っ
た
天
下
分
け
目
の
山
崎
合

戦
場
、
千
利
休
が
唯
一
造
営
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
「
国
宝
・

待
庵
（
妙
喜
庵
）」、
油
座
の
本

所
と
し
て
栄
え
た
「
離
宮
八
幡

宮
」、
国
宝
重
要
文
化
財
の
閻

魔
大
王
な
ど
が
あ
る
「
宝
積

寺
」
な
ど
多
く
の
歴
史
有
る
町

で
す
。 

 

 

大
山
崎
町
歴
史
史
料
館 

大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

ー
２
階
に
大
山
崎
町
歴
史
資

料
館
が
有
り
ま
す
。 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ル
ー
ム
で

は
、
町
全
体
の
地
理
・
歴
史
が

わ
か
る
よ
う
に
パ
ネ
ル
等
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

両
側
が
竹
林
に
な
っ
た
通
路

を
入
る
と
館
内
に
名
水
に
ち

な
む
井
戸

が
見
え
ま

す
。 左

側
か

ら
古
代
コ

ー

ナ

ー

（
石
器
時
代
の
石
器
か
ら
土

器
な
ど
・
山
崎
の
関
所
等
）、

中
世
コ
ー
ナ
ー
（
油
生
産
と
町

の
繁
栄
）、
国
宝
の
茶
室
「
待

庵
」
の
原
寸
大
の
復
元
模
型
、

近
世
コ
ー
ナ
ー
（
城
下
町
・
神

領
支
配
）
と
大
山
崎
町
の
歴
史

や
文
化
等
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

山
崎
津 

 

山
崎
は
、
西
国
街
道
・
三
川

合
流
点
（
木
津
川
、
宇
治
川
、

桂
川
）
に
当
た
り
、
奈
良
時
代

に
は
瀬
戸
内
海
か
ら
淀
川
、
木

津
川
を
経
て
平
城
京
に
至
る

河
川
交
通
の
要
衝
の
地
と
し

て
山
崎
の

駅
が
置
か

れ
、
僧
行

基
に
よ
っ

て
淀
川
に

山

崎

橋

（
河
陽
大
橋
）
が
架
け
ら
れ
た
。 

 

平
安
時
代
に
は
、
毎
年
４
月
、

天
皇
の
勅
使
が
離
宮
八
幡
宮

を
経
て
、
石
清
水
八
幡
宮
に
詣

で
た
が
、
勅
使
が
対
岸
に
向
か

う
行
事
は
、
五
十
余
艘
の
船
を

仕
立
て
藤
の
花
を
か
ざ
し
た

壮
麗
な
行
列
で
、「
日
使
頭
祭
」

と
呼
ば
れ
た
。 

貞
観
（
８
５
９
～
）
年
間
、

離
宮
八
幡
宮
の
神
官
が
神
示

を
受
け
て
「
長
木
」
と
い
う
搾

油
器
を
発
明
し
、「
荏
胡
麻
油
」

の
製
油
を
始
め
ま
し
た
。 

当
初
は
神
社
仏
閣
の
燈
明

用
油
と
し
て
奉
納
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
次
第
に
全
国
に
こ

の
業
が
広
ま
り
、
離
宮
八
幡
宮

は
朝
廷
よ
り
「
油
祖
」
の
名
を

賜
っ
て
山
崎
に
「
油
座
」（
組

合
）
の
制
度
が
引
か
れ
ま
し
た
。

諸
国
の
油
商
人
は
本
宮
か
ら

許
状
を
授
与
さ
れ
る
に
至
り
、

離
宮
八
幡
宮
は
油
の
販
売
権
を

独
占
し
て
栄
え
て
行
き
ま
す
。 

国
宝
の
茶
室
「
待
庵
」 

ＪＲ
大
山
崎
駅
を
出
て
左
側

に
見
え
る
の
が
「
待
庵
」
で
す
。 

極
小
に
し
て
簡
素
で
あ
る

こ
と
の
美
し
さ
。
日
本
的
美
学

の
ひ
と
つ
の
真
髄
が
、
こ
こ
に

あ
る
。
千
利
休
が
創
作
し
た
唯

一
の
茶
室
で
、
に
じ
り
口
が
設

け
ら
れ
た
最
初
の
茶
室
と
い

わ
れ
、
数
寄
屋
造
り
の
原
点
と

も
言
わ
れ
る
不
朽
の
造
作
。  

宝
積
寺

ほ
う
し
ゃ
く
じ (

宝
寺)  

聖
武
天
皇
が
勅
願
し
、
僧
行

基
が
建
立
し
た
と
い
わ
れ
る
。 

寺
宝
と
し
て
国
の
重
文
に

指
定
さ
れ
て
い
る
木
造
阿
弥

陀
如
来
立
像
が
あ
り
、
鎌
倉
時

代
新
様
を
う
か
が
わ
せ
る
天

台
系
阿
弥
陀
如
来
像
の
優
れ

た
作
で
す
。 

 

本
堂
左
横
に
あ
る
小
槌
宮

に
は
大
黒
天
が
ま
つ
ら
れ
、
打

出
の
小
槌
で
、
参
詣
者
に
福
徳

を
授
け
て
い
ま
す
。 

山
崎
宗
鑑
句
碑 

山
崎
宗
鑑
は
室
町
時
代
の

連
歌
師
で
、
若
い
頃
か
ら
連
歌

に
な
じ
み
、
反
骨
精
神
と
滑
稽

を
身
に
つ
け
て
い
た
宗
鑑
は
、

八
幡
宮
社
頭
で
の
月
例
連
歌

講
と
、
こ
こ
舟
橋
川
畔
の
観
音

堂
に
あ
っ
た
霊
泉
連
歌
講
の

二
つ
の
リ
ー
ダ
ー
。 

大
念
寺 

重
要
文
化
財
の
「
阿
弥
陀
如

来
立
像
」
が
有
名
で
す
。
約
８１

セ
ン
チ
の
小
さ
な
仏
様
で
す
。

像
内
か
ら
弟
子
達
が
結
縁
納

入 

し
た
数
々
の
品
物
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。 

離
宮
八
幡
宮 

JR
山
崎
駅
を
降
り
て
す
ぐ

の
南
西
側
に
「
油
の
神
様
」
と

し
て
有
名
な
離
宮
八
幡
宮
が

あ
る
。
平
安
時
代
の
初
め
こ
ろ
、

太
陽
が
わ
が
身
に
宿
る
夢
を

見
た
清
和
天
皇
の
お
告
げ
に

よ
り
、
豊
後
国
の
宇
佐
八
幡
宮

か
ら
神
霊
を
奉
じ
て
帰
郷
し

た
僧
行
教

が
山
崎
の

地
に
霊
光

を
見
た
の

で
掘
っ
た

と
こ
ろ
、

岩
間
に
清

水
が
湧
き
出
し
た
の
で
、
石
清
水

八
幡
宮
を
創
建
し
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
後
、
石
清
水
八
幡

宮
は
、
対
岸
の
男
山
に
分
神
さ
れ
、

山
崎
の
八
幡
宮
は
嵯
峨
天
皇
の

河
陽
（
か
や
）
離
宮
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
離
宮
八
幡
宮
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｏ
・
Ｓ 
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自
然
と
史
跡
の
探
訪 

大

山

崎 

９月度行事予定 
 "自然と開発の調和を問う：成合地区" 

月  日：平成１８年９月２８日（木） 

集合場所：春日神社境内 １３：１５集合 

交通案内：市バスＪＲ南⑥乗り場 １２：４６ 上成合行き  

上成合下車 徒歩約5分 

 

10月度行事予定 
"隠れキリシタンの里：千提寺地区" 

月  日：平成１８年１０月１９日（木）  

集合場所：阪急茨木市駅（北口）バス停８：４５集合   

交通案内：阪急バス 阪急茨木１－②乗り場８：５５発  

忍頂寺行き 千提寺口バス停下車  

  

 


